
鹿島地点流量と合計取水量

佐久間ダム

秋葉ダム

船明ダム

豊川用水

三方原用水

天竜川下流用水

＊合計取水量とは、豊川

　用水・三方原用水・天

　竜川下流用水の合計値
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追加情報⑥

建設の経緯（電力開発の歴史）

○ダムの歴史や建設経緯を詳しく説明すべき
（第２回現地調査会 佐久間ダムにて）
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水力電力電力量の増加とダムおよび発電所の竣工年

出典：1957～1970；電気事業30年の統計（資源エネルギー庁）
　　　上記以外の期間：電気事業便覧（資源エネルギー庁）

佐久間ダム

佐久間発電所

新豊根ダム＊

新豊根発電所

平岡ダム

平岡発電所

秋葉ダム

秋葉第一，第二発電所

佐久間第二発電所

船明ダム

船明発電所

＊多目的ダム
　揚水発電ダム

秋葉第三発電所

9



6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

S37 S42 S47 S52 S57 S62 H4 H9 H14

pH

鹿島

掛塚

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5

S37 S42 S47 S52 S57 S62 H4 H9 H14

(m
g/

l)

掛塚

鹿島

0

50

100

150

200

S37 S42 S47 S52 S57 S62 H4 H9 H14

(m
g/

l)

鹿島

掛塚

7

8

9

10

11

12

13

S37 S42 S47 S52 S57 S62 H4 H9 H14

(m
g/

l)

鹿島

掛塚

環境基準ＡＡ

環境基準Ａ

環境基準Ａ，ＡＡ

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

S37 S42 S47 S52 S57 S62 H4 H9 H14

pH

鹿島

掛塚

環境基準Ａ，ＡＡ

環境基準Ａ，ＡＡ

水素イオン濃度（ｐＨ）

溶存酸素量（ＤＯ）

生物学的酸素要求量（ＢＯＤ）[75％]

浮遊物質量（ＳＳ）

天竜川中・下流部の類型指定

○住民の感覚として水質の汚濁を感じている。

○測定項目は濁度か、ＳＳか

鹿島橋

掛塚橋

追加情報⑦

（第２回現地調査会 渡ヶ島地区にて）
（第１回下流部会　審議にて）
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洪水のスムーズな流下を
阻害するとともに、河道の
見通しを妨げている。

　河川管理者は、ヤナギ等樹林が繁茂し、洪水の流下の支障となる箇所について、災害防止の観点から
河川環境の保全に配慮しつつ、伐採を行っています｡

樹林伐採前 H9.6撮影

樹林伐採後　Ｈ14.6撮影

追加情報⑧
○住民からの伐採の要望があったり、住民自身が伐採す
　 ることはないのか （第２回現地調査会 野部地区にて）
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○デメリット（流下能力の低下）
河道内の樹木群は、洪水時に、河道の流下
能力の低下や、樹木群と堤防との間の高流
速の発生による護岸および堤防の損傷を生
じさせることがある

平成15年8月撮影

平成14年10月撮影

樹木による洪水の流下阻害 5～6km

○樹林化がよいか悪いかは、景観や動物の生息場として
　 の機能などを含め考えなければいけない　

樹林化の状況（5.2km）

（第２回現地調査会 野部地区にて）
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○砂礫地を生息場とする生物の存在

○動物相（鳥類）

確認種：13目37科115種

貴重種：コアジサシ
（絶滅危惧Ⅱ類；環境省レッドリスト）

 

　コアジサシ

コアジサシについて

　大きな川の中州や海岸の砂礫地等
で集団で営巣する本種は、草原化や
河川敷に侵入する二輪車・四輪車の
影響等により生息場が影響を受けて
いる。

　本川では、掛塚橋上流～第2東名天
竜川橋の間で継続的に繁殖 。
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○メリット（河川環境の保全）
樹林地が安定化することで、多くの生物の生育・生
息場となっている場合、または良好な河川景観を提
供している場合等がある。

S38.12撮影 H10.10撮影S56.7撮影

H10.10撮影

 ミクリ

安間川合流部の樹林地

　安間川合流部は、かつては水衝部で樹林
がなかったが、近年河床の安定化により樹
林化が進行している。

　この付近では、ミクリ（準絶滅危惧種）が確
認されるなど、豊かな生物相が維持されて
いると推測される。

あん　ま
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追加情報⑨
○河川法改正で河川環境保全が整備目的に加えられたが、

現在までの整備からは環境への配慮が感じられない

○環境に配慮した護岸整備

○発電取水による減水区間の解消

（第２回現地調査会 質疑にて）
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○環境に配慮した護岸整備 (河口から12km左岸)

施工前　H11.10 施工直後　H12.2

植生の復元状況　H15.8

環境配慮型護岸の施工前後の状況
・ 高水敷が侵食され河岸が切り立った状況（左上）
・ 植生の生育が可能な工法による施工直後の状況（右上）
・ 施工後時間が経過し護岸に植生が復元した状況（右下）
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発電ガイドライン適用前後の減水区間

における改善イメージ

発電用ダムでは、渇水時には河川水
のほとんどを取水、発電所までバイ
パスするため、減水区間が発生、本
来の河川の持つ豊かな環境が失われ
てきていた

建設省は、河川環境の回復を目指し、
通商産業省と協議・調整を図り、昭
和63年6月15日に、水利権更新時に発
電事業者の協力を得て、河川環境保
全のため一定の流量を流すことにつ
いての条件を両省で合意した

○発電取水による減水区間の解消

発電事業者の協力を得て

河川維持流量を放流
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天竜川中・下流域における減水区間と

解消区間の状況（平成15年11月現在）

＊発電ガイドラインでは、 この対象となる発電所の

要件として①流域の変更、②減水区間延長10km以

上などがあり、②については、加えて集水面積

　 200km2以上）や自然公園法による区域指定、沿川の

相当程度 の利用のいずれかに該当する必要がある。

減水区間 解消区間 備考

佐久間発電所 11.0km 0km
佐久間第二発電所 11.0km 0km

大千瀬川 新豊根発電所 16.5km 0km
水窪発電所 85.8km 85.8km
西渡発電所 9.6km － 非該当
秋葉第一発電所 11.0km 11.0km
秋葉第二発電所 1.8km 1.8km
秋葉第三発電所 10.0km 10.0km
豊岡発電所 15.7km 15.7km
気田発電所 11.0km 0km

天竜川 船明発電所 － － 非該当

気田川

天竜川

天竜川

河川・発電所の名称

水窪川
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○高水敷の公園を利用のため

　堤防上道路を横断するが、

　交通量が多く危険　

○堤防天端はほぼ全川道路として
　 利用（兼用道路）
　　県道：約42km（静岡県）

市町道：約8km（浜松市、竜洋町など）

○交通量は平日12時間で7,000台
　 の箇所もある

*AM7:00～PM7:00までの12時間　

○横断歩道は設置されていない　

　

兼用道路区域図

追加情報⑩

•平日6,985台/12hr
•休日4,139台/12hr

•平日6,672台/12hr
•休日3,985台/12hr

（第１回下流部会 審議にて）
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○今年のアユは３割減である。昔は川が黒くなるほどの
　 ぼった
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出典：第45～49次静岡県農林水産統計年報 水産編

追加情報⑪

（第２回現地調査会 池田地区にて）
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秋葉ダム堆砂形状の経年変化

○堆積した土砂でどのくらい浅くなっているか
追加情報⑫

▽満水位 108.0m
▽低水位 104.0m

洪水吐きゲート敷高
▽94.5m

　 　 堤 体

（第２回現地調査会 秋葉ダムにて）
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